
第 30回 埼玉手術室情報交換会 報告 

 

1． テーマ：あなたのもやもやを言葉にしませんか？～事例を通して手術室看護倫理を考える～ 

2． 日時：2024 年 1月 13 日（土）13 時～16時 30 分 

3． 場所：ソニックシティビル４F 市民ホール 第 2 集会室 

4． 講師：慶應義塾大学 看護医療学部 講師 松嵜 愛 先生 

5． 対象者：クリニカルラダーⅢ・Ⅳ 

6． 講演内容 

 

7． 参加者：講演（32 名）グループワーク（30 名） 

 

8． アンケート結果：回答者 29 名（回答率 96.6％） 

1） 講演 

 

『どんな看護をしたいのか』の問いから始まり、尊厳を守るた

めに重要なこと、医師と看護師の視点の違い、医療倫理 4 原則

の提唱、倫理的行動の 4 つの要素、臨床倫理の目標に関する講

義と手術室勤務時の経験を踏まえた話があった。特に、『対話は

言葉によるエネルギーの循環行為』であり、聞いてみないとわ

からない、話してみないとわからない、話の流れを変える異な

る視点を持ち、ユーモアの活用し対話の大切さが興味深い内容

であった。その後、事例をもとにグループワークをし、研修生

と学びの共有を図った。 

 



 

 

基調講演についてご意見があればお聞かせください。 

・改めて看護について考えることができました。 

・とてもわかりやすかったです。 

・倫理の事例検討の方向が、理解できた。 

・講義内容もとてもわかりやすく、大変参考になり、とても有意義な時間でした！そして自分の看護観

がはっきりと見えた気がしました。 

 

その理由についてお聞かせください。 

・色々な意見が聞けた。意見交換ができた。 

・他施設の人の話しが聞けて良かった。 

・色々、意見や講師の言葉が心に残りました。講義の内容が良かったです。 

  ・他施設の方々と意見交換できるのは有意義だと思いました。 

・実践のなかで、倫理についてどう話し合えばよいのかという、考え方や根拠を学ぶことができた。 



 

9．企業展示 

主催：埼玉手術室情報交換会  

共催：日本メディカルネクスト株式会社  

協賛：株式会社ホギメディカル 

株式会社リブドゥコーポレーション 

ミズホアーバン株式会社  

白十字株式会社、 

メドライン・ジャパン合同会社 

株式会社メディコン  

スミス・アンド・ネフュー株式会社 

 後援：日本手術看護学会関東甲信越地区 

 
10．担当者 

手術看護認定看護師：8 名 

世話人：5 名 

11．埼玉手術室情報交換会世話人より 

 ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。 

手術室に勤務する多くの看護師と看護倫理を考え、看護実践につながる研修となれば幸いです。今後も、

手術看護の知識を深め看護実践につなげるために、施設を越えた情報交換会を開催していきたいと考えて

おります。第 31 回埼玉手術室情報交換会を 6月 30 日に予定しております。次回、多くの皆さんとお会いで

きること楽しみにしております。 

 


